
右の相違が所定寸法よりも大きいときは， 運転中の軸絡または

絡Mの発熱焼損等を起す原因となる。そこで軸箱を仕上げて動

輪組lに取付ける前に，現車の主台枠各軸箱守の位置に仮取付け

し仕上り(前後および左右の相違)を確認する。これが紬箱仮七

げである。取li*目仮上け'作業は大安つぎのとおり行う。

1 取h箱を各山h~告守に取付けクサピをはめ込み科i絡守娃を取

付ける。

2 各納箱に心金を取付け心金面が台枠外側面と同一になる

ょう心金の出入を剥整する。

3 パスによって各軸箱受金の中心を心金関に罫おきする。

4 主ill}]刺lに対する台枠7 - 17 を心金上にうつし， これを も

ととして軸間距般の基本寸法を用いて，各制l箱守に仮取付けさ

れた各1ft}]輪q~1箱心金商に罫書きする。

5 このようにして各心金には台枠心出し基準線をもととし

た基本寸法による罫書きと ， 制i箱受金中心の罫書きの 2 つが得

られる。この 2 つの罫書き線聞の距離が土 O.2mm 以内である

ことを確認する。

蒸気様関耶摩耗限度ならびに修繕基準で，主ifi.IJ制!中心線と各

illIJ紬中心線との距離の公差は士 O.2 mm とする。たどしこの寸

法は1lï入しない状態で測定したものとし，事入後の変化を考慮

することと規定されている。(海沼武彦)

じくぱ乙なか ぐ り lまん 軸箱中 ぐ り盤 (英) box boring 
machine 蒸気機凶111動輪軸箱受金の中ぐりと曲面取り ， およ

びポス函削り(図参照)を行う専門段。主として機関区で使用す

るために計画され L 箱 軸

たものである。上 矢 五二三弘
部に縦型電動機直 レペ...-.... 'lJ 1 ~ 

結の胸回転制 H 旬、 )m
をもち，中ぐり主 H I � m 
取hを回転させるー '-iG 昌 弘伊

ブiJ，駆動装置の一部から動力を取られた

送り装置により，主軸に上下方向の自動

送り運動が与えられる。 F手前にあるテ

ープノレは加工物(刺l箱)を定置させるもの

で 2 つのハンドルにより前後左右にこ

れを動かして，加工位置を定める。右側

にある 4 本ハソドルは主軸頭を手illIJで 上

下させるもの，その後上部にある丸ハソ

ドノレは主軸回転数を変えるものである。 2. 軸箱中ぐり盤

しけんし々

主制lの先端にパイトをつけて中ぐり作業を行うが， ポス面商1) り

の場合には特殊の問削り具をこの先端につけ， 上下送り運動を

停止して行う。中ぐりしうる直径 75-220mm ， 重量 2.5t であ
る。(山本被)

しけんし 々 試験車 (英) testing car 内部に各衡の計測設

備を装置した貨車をいう 。 使用目的から付せられた名称て'あ っ

て，車両称号規程による事業用貨車に鼠し，記号は Lャ1 を用

いる。これらの試験車のうち自動力を有するものは動力試験車

とも称せられ，国鉄では現在 4 両の動力試験車を保有している。

このほか車両用部分品等をとくに現車に取付けて試験するとき ，
この車両を何々の試験11< ともいうこともある。

おもな試験車を使用目的から分類するとつぎの 5 極となる。
l ダイナモメ ー タ ・ 力 一

蒸気機関車・電気陸自供)1tiの引援隊引張力を，本線走行中に測

定する装置を有する平両(マヤ 381) である。 1937 年に現在の形

式にあらためられた。 3 軌ポギー ， 全長 20 m ， 金重量 45 t で
ある。室内の区画を図に示す。

干iIì防車輸は試験中だけ線路上に Fげ，その回転数により列車

速度を求める。このタイヤは円周 2 m で， 回転数に比例して車

内の記録台の記録用紙を動かし，速度計をも働かす。

自動連結恭の奥に引張力を測定する油圧式引張力測定装置

(ダイナモメータ)がある。引張力はピスト γ内の油圧とピスト

ン碕績との績となる。これは車内の記録台(写真)上で記録紙

に記録される。また速度と引強力とは引張仕事量積算計によ っ

2. ダイナモメ ータ ・ カー 1111勾記録台

1. ダイナモ メ ー タ ・ カー設計図
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